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らに 2 重突然変異を用いて 3point cross を行い、 23個のcistronの配列順序を確めた。しかし sus49だ
けは他の23個のどの突然変異との交配でも25~50% という高いRF値が得られ、位置づけができなか
った。
同一cistron に属する突然変異の交配から l 遺伝子の大きさが推定できる。交配の結果、 9 f固の cis­
tronの平均の大きさは0.55unit (0.9~0.13) であることがわかった。上述のように染色体の総unitは




DNA 合成ができない。 sus突然変異を HA101 株に感染させ、 DNA合成の有無をみることによって
機能面から sus突然変異を大別できる。すなわち、の早期突然変異ー早期蛋白の合成が異常で、、 DNA
合成が停止するもの、②後期突然変異-DNA合成は進行するが、それ以后の後期蛋白(リゾチーム、
外殻蛋白など)の合成が異常なもの、である。 HA101株に sus突然変異を感染させ、 DNA合成を
Diphenylamine法で、測定し、 DNA合成ができない sus突然変異を 10株分離した。そのうち完全にDNA
合成のnegative な 7 株は染色体上に群をなして位置していた。
つぎに後期突然変異感染菌から抽出液をっくり、後期蛋白質の l つで、あるリゾチーム活性を検査し
た。その結果、 F4F 14 の 2 つの突然変異ではリゾチーム活性がなかった。しかし人工的に溶菌をおこ
させても成熟フアージが遊離してこないので、リゾチームの構造遺伝子とは考えられず、また電子顕

















これら 60ケの sus (suppressor-sensitive) 突然変異を遺伝的相補性現象を利用して分析したところ
結局24種のシストロン(遺伝子)に分類することができた。そこでこれらのシストロンからそれぞれ
代表的な突然変異をえらび、 2 点交配法、或は 3 点、交配法によってシストロン聞の巨離を測定してみ
ると一つのシストロンを除き残りの 23種はフアージの染色体上に一直線にならび、その全長は約 49
unit であった O 一方一つのシストロンに属するちがった突然変異を用い、 1シストロンの平均の長さを
測定してみると約o .55unit という値が得られた。そこで49 を 0.55でわった数、すなわち約 100 種のシ
ストロンがSP01の染色体上にあるという結果が得られた、
同君はさらにこれらシストロンの作用を調べるためにDNAを合成できないもの、或はhead、 tail 、
Lysozyme などの後期蛋白を合成できないものを生化学的に調査した結果、 DNA合成に関与するシスト
ロンはほとんど染色体の左側に群をなして存在し、後期蛋白の合成に関与するシストロンは右側に集
合していることを見出した。しかし最も興味深い現象はDNAは合成できるが、後期蛋白は合成できな
い 2 種の突然変異で、これらは何れも染色体の最も左端に存在していた、その作用はおそらく後期蛋
白の合成を開始させる調節機構に異常を生じたものと考えられる。
以上柳田君の論文はまだ解析不充分な枯草菌のフアージについて遺伝学的ならびに生化学的な多く
の知見を加えたものといえよう。
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